
（別紙３）

～ 2026年　1月31日

（対象者数） 37 （回答者数）
25

～ 2026年　1月31日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現状の体制を維持できるように徹底（療育体制、人員の確保

等）する。

2

現状の体制を維持できるように徹底（療育体制、人員の確保

等）する。

3

現状の体制を維持できるように徹底（療育体制、人員の確保

等）する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

外部講師などに依頼し、会場を借りるなどを検討する

2

地域の園・学校等と連携が図れるように自治体へ相談をおこ

なう。

3

事業所規模に応じて今後検討を行う。

原則、母子通所としているため保護者との関わりが密接に出来

ている。

本人支援だけではなく、保護者への相談対応を密に行う事で家

族支援も行えるような仕組みで取り組んでいる。

○事業所名 ミライトプライム高田市駅前

○保護者評価実施期間
2026年1月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年1月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

療育中は必ず利用児童と1：１で関わっていること ひとりひとり困りごとやニーズが違うためそれぞれに合わせた

活動ができるように本人への理解、情報の共有等を密に行って

いる。

遊具・設備・研修の充実 県立のリハビリテーションセンターと同じ遊具・設備を使用

し、それを使用するための専門家（作業療法士等）のスーパー

バイズを受け、療育を行っている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

ペアレントトレーニングなど療育以外での包括的な家族支援 実施を行う時間や場所の確保が難しい。

外部とのインクルージョンを目指した交流等 実施を行う時間や場所の確保が難しい

保護者からの反対の声がある。

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげて

いるか。

第三者評価を受ける事は非常に好ましい事は承知しているが、

非常に高額であり法人の規模からして導入する事は難しい状態

事業所における自己評価総括表公表


